











































































































































































































































































































































































が、秋の夜に乗じ、連れ立って南楼に登った。突然、思いがけずも庾亮がやって来たので、幕僚達は立ち上がってそ 場から引き下がろうとした。すると庾亮は、 おもむろに言った。「諸君、しばらく残ってくれたまえ。この年寄りも、この場所での感興は浅くはないのだから」と。すぐさま腰掛けにもたれかかり、 殷浩らと談笑吟詠 ながら、 その場を過ごした。その気さくで気ままなこ は、おおむねこのようであった。




































































































































































































































































































律詩の対句の定石は「景一聯、情一聯」すなわち頷聯と頸聯のどちらか一方を「景（叙景） 」とし、もう一方を「情（抒情） 」としてバランスをとる、というものである。この詩の場合、頷聯に続き頸聯も「景」 なって るが、そのかわり、頷聯が自然をうたうのに対し頸聯は人事をうたい、頷聯が静的であるのに対し頸聯は動的である、という風に対照的に構成されている。 
第五句「燭天灯火三更市」 。 「燭」は、ここでは動詞で、明る






























































































































































































































































































































































翰言、 「湖北之民困於酒坊 至貧之家 捐万銭則不能挙一吉凶之礼」乃検乾道重修敕令、申厳抑買之禁。 ／常徳は現在では湖南省だが、当時は荊湖北路に属していた。
（７）





  『夢粱録』巻四「中秋」 ……八月十五日中秋節。此夜月色倍明於常時、又謂之月夕。此際金風薦爽、玉露生凉、丹桂香飄、銀蟾光満。王孫公子、富家巨室、莫不登危楼、臨軒翫月。或開広榭、玳筵羅列、琴瑟鏗鏘、 酌酒高歌、 恣以竟夕之歓 至如鋪席之家、 亦登小小月台、 安排家宴、団圞
子女、 以酬佳節。雖陋巷貧窶之人、 解衣市酒、 勉強迎歓、 不肯虚度。
此夜天街買売 直至五鼓 翫月遊人、婆娑於市、至暁不絶。
（
（（）  『呉船録』巻下……壬午。晩、遂集南楼。楼在州治前黄鶴山上。輪奐高寒、甲於湖外。下臨南市、邑屋鱗差。岷江自西南斜抱郡城東下。天無繊雲、月色奇甚。江面如練、空水呑吐。平生所遇中秋佳 、似此夕亦有数。況復修南楼故事 老子於此興復不浅也。
（






































代替物としてしばしば詩にうたわれたことは、 『黄鶴楼志』 （一九九九年八月、武漢大学出版社）第二章「古楼興廃」第三節「宋代」の項に詳しい（十七頁） 。
（
（（）  『入蜀記』巻四……（八月）二十三日。……食時至鄂州、泊税務亭。賈船客舫不可勝計 銜尾不絶者数里。自京口以西皆不及。李太白 贈江夏韋太守」 詩云、 「万舸此中来、 連帆過揚 」 蓋此郡自唐為衝要之地。……市邑雄富、列肆繁錯。城外南市亦数里。雖錢塘建康不能過、隠然一大都会也。
（
（（） 





（（）  『世説新語』 「識鑑第七」……張季鷹辟斉王東曹掾、在洛。見秋風起、因思呉中菰菜・蓴羮・鱸魚膾、曰、 「人生貴得適意爾 何能羇宦数千以要名爵」 。遂命駕便帰。俄而斉王敗、時人皆謂為見機
（
（（）  『老学庵筆記』巻五……范至能在成都、嘗求亭子名、予曰、 「思鱸」至能大 為佳、時方作墨、即以銘墨背。然不果築亭也。
（










（（）  『入蜀記』巻四、 八月二十三日の項に「呉所都武昌、乃今武昌県」 、呉が都を置いた武昌は今（宋代）の武昌県である とある。陸游は明らかに、三国時代の武昌が当時の武昌とは異なることを知っていたようである。
（
（（） 
もっとも、 辛口の批評で知られる清・紀昀 （一七二四～一八〇五） は、
























































































のように訂正。 「その後陸游は建安から撫州（江西省臨川）へと転任する。赴任の途中、 七絶「謝演師送梅〔演師の梅を送るに謝す〕 」二首を書き、撫州到着後、淳熙六年から七年にかけて（以下同じ） 」
・
  二〇五頁上段
　
後ろから十二行目
　
  「二十四題八十首」を
「二十五題八十二首」に訂正。
・
  二〇五頁上段
　
後ろから十一行目
　
  「三十二題三十七首」を
「三十三題三十八首」に訂正。
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